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はじめに
小笠原諸島西島は，兄島の筋岩岬の南西約 1.2 km

に 位 置 す る 無 人 島 で あ る． 面 積 0.47 km2， 標 高
100 m と小さい島で，小笠原国立公園および世界自
然遺産「小笠原諸島」 （平成 23 年 6 月登録） に含ま
れる（公益財団法人日本離島センター，2019）．こ
の西島に生息するコメツキムシについては，こ
れまでに，ツヤチャイロコメツキ Haterumelater 
bifoveolatus （Miwa, 1927） とオガサワラホソキコメ
ツキ Megapenthes kusuii （Ôhira, 1973） の 2 種が知ら
れている （苅部ら，2004；槇原・大平，2006）．

筆者らは，西島において杉浦真治博士によりマ
レーズトラップを用いて採集された 211 個体のコ
メツキムシを調査する機会に恵まれた．標本を検
鏡し分類した結果，4 種が含まれており，このう
ち 3 種が西島新記録であることが明らかになっ
た．また，苅部ら （2004） によりオガサワラホソ
キコメツキとして西島から記録された種は，当時
は未記載で，のちにオガサワラツヤケシコメツキ 
Megapenthes makiharai Ôhira, 2005 として命名記載
された種であることを確認したので，西島におけ
るオガサワラホソキコメツキの分布はここで除外
したい．

本報文をまとめるにあたり，西島で得られた標本
を調査させていただいた神戸大学大学院准教授の杉
浦真治博士，クスイツヤケシコメツキ M. yoshihisai 
Arimoto, 2011 とオオツヤケシコメツキ M. ootsuboi 
Arimoto, 2011 のタイプ標本についてお調べいた
だいた大阪市の有本久之氏，文献入手でお世話に
なった東京都の山崎裕志氏およびモスクワ大学の
Alexander S. Prosvirov 博士に厚くお礼申し上げる．

   
調査地点の環境とデータ

調査地点と採集データは次のように略記した．
なお，すべての個体は，冒頭でも記したようにマ

レーズトラップを用いた調査で，杉浦真治博士に
より採集されたものである．
【採集データの凡例】

［草地 -1］：西島の草地 -1, 17–29. VI. 2005.
［草地 -2］：西島の草地 -2, 17–29. VI. 2005.
［草地 -3］：西島の草地 -3, 17–29. VI. 2005.
［モクマオウ林 -1］：西島のトクサバモクマオウの

林 -1, 17–29. VI. 2005.
［モクマオウ林 -2］：西島のトクサバモクマオウの

林 -2, 17–29. VI. 2005.
［モクマオウ林 -3］：西島のトクサバモクマオウの

林 -3, 17–29. VI. 2005.
［天然林 2005-1］：西島の天然林 -1, 17–29. VI. 2005.
［天然林 2005-2］：西島の天然林 -2, 17–29. VI. 2005.
［天然林 2005-3］：西島の天然林 -3, 17–29. VI. 2005.
［天然林 2008-2］：西島の天然林 -2, 6–8. VII. 2008. 
［天然林 2008-3］：西島の天然林 -3, 6–8. VII. 2008.

調査結果と解説
個体数の後の （No.） は，2005 年の調査により

得られた個体の番号を示している．検視標本は一
部 （鈴木保管） を除き森林研究・整備機構 （国立
研究開発法人） 森林総合研究所に所蔵される．な
お，コメツキムシ科の亜科や族の扱いについては，
Bouchard et al. （2011） の分類に従った．

コメツキ亜科 Elaterinae
コメツキ族 Ampedini
1．ツヤチャイロコメツキ　Haterumelater bifoveolatus 

（Miwa, 1927） （Fig. 1）
［モクマオウ林 -1]：1 ex. （No. 124）；［モクマオウ

林 -3］：1 ex. （No. 177）；［草地 -1］：1 ex. （No. 1）．
分布．父島，弟島，兄島，西島，母島．
備考．本種は西島からの記録はすでにあるが （苅

部ら，2004），小笠原諸島に生息するコメツキムシ

マレーズトラップにより採集された
小笠原諸島西島のコメツキムシ
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の中では個体数は少ない．本種は北海道から琉球
列島，そして伊豆諸島に広く分布するチャイロコ
メツキ H. bicarinatus （Candèze, 1873） に類似するこ
とから，その亜種の可能性が示唆されたが （槇原・
大平，2005），分類学的な処理はされていない．

本種の和名については，ツヤチャイロコメツキ 
（大平・鈴木，1985） とクロツヤコメツキ （Kishii, 
1999） の 2 つがある．厄介なことに，ツヤチャイ
ロコメツキという和名は，Suzukielater babai （Kishii 
et Ôhira, 1956） にも用いられている（岸井，1962；
Kishii, 1999； 大 平，2001） こ と か ら， 混 乱 が 生
じている．今後は，保育社の図鑑（大平・鈴木，
1985）で用いられた和名をそのまま使用するよう
提案したい．すなわち，Suzukielater babai （Kishii et 
Ôhira, 1956） の和名は，ツヤチャイロヒラアシコメ
ツキ，Haterumelater bifoveolatus （Miwa, 1927） の和
名は，ツヤチャイロコメツキとしたい．

Dircepidiini　ヒラアシコメツキ族
2. オガサワラヒラアシコメツキ　Ischiodontus langfordi 

（Van Zwaluwenburg, 1957） （Fig. 2）
［天然林 -1］：1 ex. （No. 19）； ［天然林 2008-2］：1 ex.
分布．婿島，父島，弟島，西島 （新記録） 母島，

北硫黄島．

備考．西島でのマレーズトラップの調査では，本
種は天然林でわずかな個体が得られただけにすぎな
かった．本種は幼虫が朽ち木に入り，カミキリムシ
やクワガタムシの幼虫を捕食することが知られ，そ
の形態も明らかにされている （大平，1998）．母島で
は 1996 年～ 1999 年の調査で多くの個体がマレーズ
トラップで得られており （槇原・大平，2005），筆者
のひとり鈴木も，2012 年 7・8 月の母島での調査で，
ライト付き地面 FIT により多くの個体を得ている 

（鈴木，未発表）．本種は昼間の叩き網ではほとんど
得られないところから，夜間を中心に活動する種と
考えられる．

本種は小笠原諸島の父島や母島に生息するオガ
サワラオオヒラアシコメツキ Ischiodontus boninensis 
Makihara et Ôhira, 2006 に似るが，体はより小型で
あること，跗節第 1 節下面には葉状片を欠き，第
2・3 節の葉状片はより大きいことにより識別でき
る （鈴木，2013）．

ヒラアシコメツキ属 Ischiodontus は，Arnett（1963）
が「 ア メ リ カ 合 衆 国 の 甲 虫 」 を ま と め た 際 に
Dipropus 属の新参シノニムとして扱われた．しか
し，その処置は，日本を含む多くの研究者に見過
ごされ，日本ではこれまで言及されることがなかっ
た．Downie & Arnett （1996） は「北米北東部の甲虫」

Figs. 1–7．小笠原諸島西島のコメツキムシ （Elaterid beetles from Nishi-jima Island）．1，ツヤチャイ
ロコメツキ　Haterumelater bifoveolatus （Miwa, 1927）；2，オガサワラヒラアシコメツキ　
Ischiodontus langfordi （Van Zwaluwenburg, 1957）；3，オガサワラホソクシコメツキ　Priopus 
boninensis （Van Zwaluwenburg, 1957）；4–7．オガサワラツヤケシコメツキ　Megapenthes 
makiharai Ôhira, 2005；4，6–7，♂；5，♀；6， 第 5 腹 部 腹 板 （ 腹 面 ） （5th visible sternite, 
ventral view）；7，同 （腹側面） （ditto, ventrolateral view）．
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の中で Ischiodontus 属を再び使用したが，その理由
については述べられていない．最近の Casari （2008） 
や Johnson （2016） の Dicrepidiina 亜族 [Ampediini 族
の一亜族としている ] の研究では，Dipropus 属と
Ischiodontus 属のタイプ種は同属と扱われ，あらた
めて Ischiodontus 属は Dipropus 属の新参シノニムと
されている．

Casari （2008） は，Dicrepidiina 亜族の属種におい
て，77 個の成虫形質を基に分岐解析をおこなった
結果として，Dipropus 属は多系統群であることを
示唆した．また，Casari et al. （2012） は新熱帯区に
生息する Dipropus 属 5 種の幼虫を比較し，胸部と
腹部の条凹溝 （muscular impressions） の有無や腹部
第 9 節の形状に基づくと，Dipropus 属には少なく
とも２つのグループ（「グループ I」と「グループ
II」）が存在することを確認した．日本のオガサワ
ラヒラアシコメツキの幼虫はというと，胸部や腹
部に明瞭な条凹溝を備え，腹部第 9 節側縁は後方
に向かって丸くなり，先端手前で急に狭くなり尖
ることが明らかにされている （大平，1998）．この
特徴は，Casari et al. （2012） が新熱帯区の幼虫で確
認した「グループ II」の所属する種と一致する．

Dipropus 属は成虫でも幼虫でも多系統群である
ことが示唆されていることから，今後の研究によっ
ては，属が分割される可能性があるかも知れない．
ここでは，これまでの経緯や問題点に触れること
にとどめ，オガサワラヒラアシコメツキの分類学
的処理については，他の日本産の種とともに検討
したい．

ツヤケシコメツキ族　Megapenthini　
3. オ ガ サ ワ ラ ツ ヤ ケ シ コ メ ツ キ　Megapenthes 
makiharai Ôhira, 2005 （Figs. 4–7）
［ 草 地 -1］：4 exs. （No. 2–5） ； ［ 草 地 -2］：4 exs. 

（No. 6–9） ； ［草地 -3］：8 exs. （No. 11–17） ； ［天然林
2005-1］：29 exs., （No. 22–50） ； ［天然林 2005-2］：17 
exs. （No. 72–88） ； ［天然林 2005-3］：22 exs. （No. 98–
119）； ［モクマオウ林 -1］：24 exs. （No. 125–148）； ［モ
クマオウ林 -2］：24 exs. （No. 150–173） ； ［モクマオ
ウ林 -3］：45 exs. （No. 178–222）．

分布．父島，西島 （新記録），母島，南硫黄島．
備考．本種は，小笠原諸島に生息するコメツ

キムシの中では，最も普通にみられ，最近，南
硫黄島にも生息することが明らかにされた （森ら，
2018）．母島におけるライト付き地面 FIT を用いた
調査では，夜間に活動することが明らかになって
いる （鈴木，未発表）．また，今回の調査では，マレー
ズトラップにより多くの個体が採集されているこ

とから，併せて考えると．本種は夜間に地面付近
を飛び回っているのではないかと推測される．

本種の形態については，槇原・大平 （2005, 2006） 
により詳しく記載されているが，雌雄の形態差に
ついては，体長の違い，触角の形状や長さ以外に
は確認されていなかった．今回，多くの個体を調
査した結果，見かけ上の第 5 腹部腹板 （以下，第 5
腹部腹板） に性徴が現れることが確認された．雌
は，第 5 腹部腹板が一様に盛り上がり，先端は強
く丸まるのに対し，雄は第 5 腹部腹板の両側部分
が強く凹むことで中央部が強く盛り上り，先端
は幅広く切断状になる （Figs. 6–7）．同様の性徴が
Megapenthes 属の種において，現れるか確認した
ところ，ヨーロッパ産の M. lugens （Redtenbacher, 
1858） （ツヤケシコメツキ属のタイプ種），日本産
のムネアカツヤケシコメツキ M. opacus （Candèze, 
1873），クロサワツヤケシコメツキ M. kurosawai W. 
Suzuki, 1986，アズマツヤケシコメツキ M. azumai 
Arimoto, 1990 では，第 5 腹部腹板の形状は雌雄
共に同じで，このような性徴は認められなかった 

（ここでは雄第 5 腹部腹板が単純なグループを M. 
lugens グループとしておく）．また，奄美群島産
のクスイツヤケシコメツキ M. yoshihisai Arimoto, 
2011 とオオツヤケシコメツキ M. ootsuboi Arimoto, 
2011 については，有本久之氏にホロタイプをお
調べいただいたところ，「M. yoshihisai は第 5 腹部
腹板は普通で，M. opacus と同様であったが，M. 
ootsuboi は中央部が盛り上がったり，両側がくびれ
る特徴が認められる」とご教示いただいた．続い
て，本州産のシロウズツヤケシコメツキ M. shirozui 
narukawai Kishii, 2006 と小笠原諸島産のオガサワラ
ホソキコメツキ M. kusuii （Ôhira, 1973） について確
認したところ，両種共に雄にはオガサワラツヤケ
シコメツキと同様の性徴が認められた （雄第 5 腹部
腹板に性徴が現れるグループを M. shirozui グルー
プとしておく）．M. lugens のグループと M. shirozui
のグループでは，ほかに触角の長さやその形状，
そして複眼の大きさにおいても大きな差が認めら
れる．このようなことから，両者は何らかしらの
かたちで区別して扱った方が良いのではないかと
思われる．

本 種 が 記 載 さ れ た 翌 年，Kishii （2006） は 
Megapenthes yahiroi という新種を小笠原諸島母島
か ら 記 載 し， 和 名 は M. makiharai と ま っ た く 同
じ「オガサワラツヤケシコメツキ」とした．岸
井尚博士が 2005 年に父島と母島から記載された
M. makiharai の存在に気づいていれば，M. yahiroi
に M. makiharai とまったく同じ和名を与えること
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はなかっただろう．おそらく，岸井尚博士は M. 
yahiroi の記載を含む論文を投稿した際 （論文受付
日は 2006 年 4 月 25 日），2005 年に記載された M. 
makiharai の論文を見ていなかったのであろう．こ
こで気に掛かるのが，狭い小笠原諸島から同属の
新種が続けて発見されたことである．Kishii （2006） 
の M. yahiroi の 原 記 載 に よ る と，M. yahiroi は M. 
makiharai に色彩や形態が酷似していることも引っ
かかる．今後タイプ標本の確認が必要だろう．現
時点では，M. makiharai に対する和名は，そのまま
オガサワラツヤケシコメツキを用いることとし，M. 
yahiroi の和名については，M. makiharai との関係が
明らかになってから考えることにしたい．

オガサワラツヤケシコメツキはこれまでに西島
からの記録はないが，苅部ら （2004） がオガサワ
ラホソキコメツキとして西島から記録した個体は，
槇原・大平 （2005） で推察されているように，本種
のことである．また，苅部 （2014） がオガサワラホ
ソキコメツキ M. kusuii として図示した個体もオガ
サワラツヤケシコメツキ M. makiharai であるので，
ここで訂正し，西島におけるオガサワラホソキコ
メツキ M. kusuii の分布を除外したい．

クシコメツキ族 Melanotini　
4. オガサワラホソクシコメツキ　Priopus boninensis 

（Van Zwaluwenburg, 1957） （Fig. 3）
［天然林 2008-2］：6 exs.；［天然林 2008-3］：9 exs.
分布．婿島，父島，西島 （新記録），母島，北硫黄島．
備考．本種も，小笠原諸島では個体数が多い．

2005 年 6 月に西島で実施された調査ではいずれの
地点でも得られなかったが，2008 年 7 月に実施さ
れた調査では，天然林での調査で一定数の個体が
得られた．2005 年の調査でまったく得られなかっ
たのは，本種の発生時期が遅いということにも関
係しているのかも知れない．本種の幼虫が潜材性
にも関わらず外来植物であるトクサバモクマオウ
林での調査では得られていないことは興味深い．

ホソクシコメツキ属 Priopus の種は，小笠原諸島
には，現在のところ本種だけなので，識別は容易
である．なお，東京都のレッドデータブックにお
いてオガサワラクシコメツキ Melanotus boninensis 
Ôhira として原色で図示されている個体 （苅部，
2014）は，写真から判断して本種の誤りである．

今回調査できた資料は，限られた場所に設置さ
れたマレーズトラップにより得られたものである
ため，確認できたコメツキムシは 4 種と少ないも
のであった．西島は無人島のため長時間滞在する

ことが難しいが，時期をずらしたり，採集方法を
かえたりすれば，隣接する兄島で確認されている
種などが発見されるかも知れない．今後の調査に
期待したい．
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